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P55 One Point

長方形の1点目＜ #0,0＞の先頭の「#」は
絶対座標で指定するときに用います。
2点目の＜ 42000,29700＞は記号なしなの
で相対座標の「△X=42000、△Y=29700」
（△=デルタ）を意味します。相対座標の原
点は1点目です。
本来、相対座標を指定するときは
＜@42000,29700＞のように先頭に「@」を付
けますが、図形作成のときは相対座標の
「@」を省略できます（省略しなくてもよい）。

長方形の1点目＜ #0,0＞の先頭の「#」は絶対
座標で指定するときに用います。
2点目の＜38500,27700＞は記号なしなので相
対座標の「△X=38500、△Y=27700」（△=デル
タ）を意味します。相対座標の原点は1点目で
す。
本来、相対座標を指定するときは
＜@38500,27700＞のように先頭に「@」を付け
ますが、図形作成のときは相対座標の「@」を
省略できます（省略しなくてもよい）。

P213 ステップ005　⑥ ＜598.2＞を入力する ＜589.2＞を入力する

P213 ステップ005　One Point 598.2ｍｍ（＝196.4×3）です。 589.2ｍｍ（＝196.4×3）です。


